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会 議 録 

会議名 令和 5年度第 4回在宅医療・介護連携推進協議会 広報啓発部会 

日 時 令和 6年 1月 19日（金）  13時 30分～14時 30分 

会 場 WEB配信（グーグルミート） 

参加者     【部会長】吉嵜 太朗（吉﨑歯科医院） 

【副部長】白井 健志（三郷中央総合病院） 

【委 員】杉山 郷美（福祉のニッカ介護相談室） 

趙 理明（地域包括支援センター早稲田）、 

【サポートセンター/医師会事務局】藤井なほ美、川島幸道 

【市事務局】小笠原郷太 

検討課題 １．令和 5年度の評価、振り返り 

２．令和 6年度の方針について 

内 容 

 

 

１． スケジュール 

 第 1回部会 令和 5年 6月 27日（火）13：30～14：30 WEB会議  

第 2回部会 令和 5年 7月 25日（火）13：30～14：30 WEB会議  

第 3回部会 令和 5年 9月 12日（火）13：00～14：00 ピアラシテ 

ィ交流センター 

第 4回部会 令和 6年 1月 19日（金）13：30～ WEB会議 

 

２． 今年度の振返り 

 ・関東図書（株）に依頼 

①「在宅看取りの絵本」啓発動画作成 令和 5年 9月 12日（火） 

②「介護の絵本」増刷  B5横中とじ 32頁  3000部  

科 目  内 容 金額（円）税込 

在宅看取りの絵本動画作成 企画・構成・編集・収録・データ作成等 121,000 

介護の絵本増刷 製本代 3000 部 マット 110 ㎏ 32P 214,500 

 

・市民講座「在宅看取り」 

  日時：令和 5 年 12 月 9 日（土）14：00～15：00 

  場所：三郷市文化会館 視聴覚室 

  内容：「在宅看取りの絵本」動画上映、質疑応答 

  対象場所：早稲田地区周辺 

  申込数：32 名（内、当日参加者 23 名） 

当日資料２



2 

 

  ※参加人数集めに地域包括支援センター早稲田、三郷市に 

ご協力頂きました。ご尽力いただき、ありがとうございました。 

※アンケート集計しました。 

高齢者サロンや口コミが参加者集めに有用でした。 

※今年度の活動と振り返りを話し合いました。 

 

【委員からの意見】 

 ・オンラインでなく直接、市民の方と触れ合える機会ができ、 

その中で質問もしっかり出して貰えて、話し合えたので 

良かったと思う。今後も 1回きりでなく、継続して行えたら 

良いと思うし、介護の絵本（介護の入口）の方でも継続的に 

啓発できたら良いと思う。 

 ・コロナ感染症で市民との集まりができなくなって、直接的な 

啓発活動もできなくなったが、今年度こうして再活動できた 

ことは良かったと思う。在宅看取りの動画を作ったが、市の 

ホームページで見れるようにするとかして 2次利用に 

繋がらないかと思う。 

（※動画公開について、改めて検討してみることにした） 

 ・どういうことを不安に思っているか、市民の方の声を直接 

聞けて良かった。中々聞けない事なので自分も勉強になった。 

 ・参加者集めの時にも市民の方から生の声を聞けたので良かった。 

  「家族が見れない等、在宅看取りの前提が整わない人は 

どうしたら良いのか」「これを材料に家族とも話しておかないと 

いけない」など在宅看取りに関心をもっている意識の高い方が 

多く、今回話せる機会ができたのは良かった。このように知識を 

啓発して子供世代と対話を広げる機会になってくれれば良いと 

思う。高齢者サロンで参加者を集ったが在宅看取りの当事者で 

あり、本来、看取る側の家族も集う必要があるが、子供世代に 

アプローチする手段が無い。看取る子供世代に啓発していく事が 

課題だと思う。 

 ・三郷市：三郷市が行っている市民向け ACP出前講座でも高齢者 

地区サロンで在宅看取りの動画の上映を行い、好評だった。 

いい看取りの日（11/30）に合わせで市内 3カ所の図書館で絵本 

3部作、エンディングノートを展示、配布した。早稲田図書館 

では展示後もエンディングノートの追加配付希望があり、 

在宅看取りに対する関心の高さを感じられたので、引き続き 
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在宅看取り啓発活動が行えれば良いと思う。 

 ・市民講座ででる質問のパターンなど情報共有して次の講座に生か 

したい。個人情報なので難しいが、研修部会が振り返る為に録音 

録画しておく事も検討したい。 

 

３．令和 6年度の広報啓発部会活動方針について 

 ■令和 6年度の活動についての意見 

令和 6年第 1回三郷市在宅医療介護連携推進協議会において、 

令和 6年の活動方針を決定しますが、今委員会で、一案として 

令和 6年度の活動方針を検討しました。  

① 広報啓発部会について【案】 

・令和 6年度も年 1回の市民向け講座を行う。 

② 広報啓発部会の活動経緯 

１．令和 1年  介護ミニ講座 

（介護サービスの入り口（包括）をメインに市内 2か所で開催） 

介護の実践（コロナ感染予防の為、延期） 

２．令和 2年「介護の絵本」を作成 

３．令和 3年「人生会議の絵本」を作成 

４．令和 4年「在宅看取りの絵本」を作成 

５．令和 5年「在宅看取りの絵本」啓発動画の作成 

         在宅看取り市民講座（早稲田地区） 

③ 活動内容についての 1例 

   ＊市民向け、啓発集会、講座を開く。 

   市民講座 在宅看取り（早稲田地区以外、みずぬま地区？） 

        日常の療養 

 ＊三郷市在宅医療介護連携推進協議会の議題 

   在宅看取り 

   日常の療養 

 

【委員からの意見】 

 ・在宅看取りの市民講座をより洗練して続けていくのが良い 

と思う。啓発物を作るのであれば、今ある絵本を見直しするか、

または別の絵本の動画を作るかしたらどうだろうか。 

 ・作った啓発物（絵本）が市内全域に行き渡る様に活動する。 

  例えば、2次利用で動画を施設等で上映して貰うなど 

  色々と活動しすぎるとこなせなくなる恐れがあるので、その中で 
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内容を絞って年 1 回の市民講座を開くのは良いと思う。 

 ・彦成地区も高齢化が進んでいて、悩みを抱える方が増えている 

し、三郷市内全域に向けて在宅看取りの講座を続けていくのが 

良いと思う。その他では認知症については色々な症状、環境が 

あるので啓発することは難しいが、今後市民向けに何かしたい。 

 ・介護の絵本は医療介護の取っ掛かりに良いものだと思う。他の 

絵本の動画を作るのもありではないか。今年度は啓発物を作り、 

市民とも直接話し合える機会がありとても充実していたと思う。 

 

結論 １． 振り返り 

① コロナ感染症が落ち着き、今年度から集会できるようになって、

市民と直接話し合える機会を得ることができた。 

② 市民講座は好評で、在宅看取りについて関心が高いことが 

分かった。 

 ③ 今後も市民へ講座による在宅看取り啓発活動を継続する必要が 

あり、講座内容がより充実するように研鑽、工夫していきたい。 

 

２． 令和 6年度活動方針について 

① 「三郷市の地区ごとに在宅看取り市民講座を開催」の継続 

② 三郷市全域に作成した啓発物を広めていく 

   啓発物の 2次利用の検討 

③  三郷市在宅医療介護連携推進協議会からの課題検討 

 

次回検討課題 令和 6年度の活動方針について 

次回開催日時 
令和 6年度第 1回広報啓発部会 令和 6年 6月頃 

予定。詳細は後日 MCS にて連絡する。 
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